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　            市は、平成 26 年４月に高齢の方、障がいのある方へ
　　　　　の相談業務をはじめ、介護予防事業の実施、犯罪を犯し
　　　てしまった方の更生保護、老人クラブの活動に対する支援な
　どを行う「しあわせサポートセンター」 を開設しました。
　今月の特集は、｢しあわせサポートセンター ｣に入居している「介
護予防センター・障がい者総合支援センター・更生保護サポートセン
ター ･ 老人クラブ連合会」の４団体についてご紹介します。

ってどんなところ
｢しあわせサポートセンター｣特集

??

いきいき百歳体操の様子
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「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
」

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

市
は
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る

た
め
の
拠
点
と
し
て
「
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
市
か
ら
委
託
を
受

け
て
運
営
し
て
お
り
、
社
会
福
祉

士
、
理
学
療
法
士
、
保
健
師
の
専

門
職
員
が
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
の
方
が
い
つ
ま
で
も
元
気

に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
や
福

祉
委
員
の
方
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

斎
さいとう

藤　政
まさえ

枝　さん

　老人クラブのイベントで ､介護予防教室
の出前講座を開催してもらったときに ｢い
きいき百歳体操 ｣を知りました。
　東郊町内会の会員から体操をやってみたい
という声があがったので、介護予防リーダー
養成講座を受講し「いきいき百歳体操」の実

１

　「
介
護
予
防
教
室
」
で
は
、
高

齢
の
方
向
け
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

や
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」、「
口
腔
機
能
向
上
教
室
」
な

ど
の
介
護
予
防
運
動
や
栄
養
士
に

よ
る
「
栄
養
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
60
歳
か
ら
90
歳
代

と
年
齢
が
幅
広
く
、「
足
の
む
く

み
が
減
っ
た
、
外
出
の
機
会
が
増

え
た
、
立
ち
上
が
り
が
楽
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
出
向
き
、
介
護
予
防
に
関
す

る
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

↑ ｢いきいき百歳体操 ｣
　の様子。高知市が開
　発した高齢者向けの
　筋力トレーニング。
　体力向上や歩行の安
　定などの効果が期待
　できます。

地
域
活
動
の
主
役
は
、
高
齢
者

　
高
齢
の
方
が
町
内
会
の
行
事
な

ど
で
、｢

い
き
い
き
百
歳
体
操｣

な
ど
の
介
護
予
防
運
動
を
自
主
的

に
行
え
る
よ
う
、
地
域
活
動
の
担

い
手
と
な
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
２
回
の
養
成
講
座
を

開
催
し
、
59
人
の
方
が
介
護
予
防

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

介護予防リーダー養成講座に参加した

■ 75 歳の介護保険サービスを利用していない方のお宅を訪問し、身体・生活状況を聴き取る
　訪問調査を実施しています
■老人ホームで入居者の話し相手となる傾聴ボランティア養成講座を実施しています
■認知症の方への理解を深めるための「認知症サポーター養成講座」を実施しています

他にもこのような活動を行っています

東郊町内会老人クラブ｢タンポポ会｣会長

施方法を学び、早速 11 月に東郊町内会館で ｢いきいき百歳体操 ｣
を行いました。介護予防教室を、自主的に実施した初めての町内会
です。参加者から「ぜひ、また参加したい」という多くの声をいた
だくことができ、今後も定期的に開催したいと思っています。
　この時期、外出を控える方もいるかと思いますが、少しずつ参
加者を増やしていきたいですね。　

介護予防リーダー
養成講座の様子｡
参加者は､介護予
防運動の実施方法
などを学びます｡

↑「ノルディック
　ウォーキング ｣
　は ､生活習慣病
　の予防や姿勢の
　矯正などの効果
　が期待できます。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に

介
護
予
防
教
室

[
]

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

[
]
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｢

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー｣

　
　
　
　
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｐ
（
ち
っ
ぷ
）」
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
総

合
窓
口
と
し
て
、
相
談
支
援
専
門

員
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
の
専
門
職
員
が
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
し
あ
わ
せ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
に
伴
い
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
説
明
や
利
用
計
画
の
作
成
、

提
供
し
て
い
る
事
業
所
の
紹
介
、

利
用
に
あ
た
っ
て
の
手
続
方
法
の

説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
支

援
体
制
構
築
の
た
め
、
障
が
い
福

祉
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
学
習
会
や
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

と
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
や
障
害
年
金
な

ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け

た
り
、
保
護
司
と
一
緒
に
相
談
対

応
が
で
き
る
な
ど
、
連
携
が
図
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

内
うちだ

田　知
ともひさ

寿　さん

　障がい者総合支援センター「Ｃｈｉｐ (ちっぷ )」
では、４人のスタッフが障がいのある方やそのご家族
から障害福祉サービスの利用方法や就労のことなどさ
まざまな相談の受付、サービスを利用するときの申し
込みの援助などを行っています。
　最近では、知的障がいのある方の１人暮らしに向け
た支援として、金銭管理、食事などの家事全般、就労
などについて、本人にどのような支援が必要なのか家
族と一緒に話し合い、公的な福祉サービスに限らず、
民生委員やボランティアなどによるサポートができな
いかを検討しました。
　相談に来られる方は、一人ひとり生活する環境が違
うので、あらゆる選択肢の中から本人が選んで、より

障がい者総合支援センター

良い生活を送ってもらえ
るように支援しています。
　相談は無料です。
　電話による相談は 24時
間受け付けていますので、
気軽にご相談ください。

Ｃｈｉｐ (ちっぷ )

社会福祉士

■日常生活を送る上での悩みや困りごとの
　相談を受け付けます。
　：Ｃｈｉｐでは、障害福祉サービスの利
　　用方法や年金・就労のこと ､余暇の過
　　ごし方などについて、障がいのある方
　　やその家族から相談を受け、必要な情
　　報を提供します。

■障害福祉サービスなどの利用計画を作成
　します。
　：福祉・保健・医療・教育・就労など、
　　障がいのある方の生活状況に応じてサ
　　ービスの利用調整を行います。

■関係機関などと連携し、障がいのある方
　を中心とした支援体制を整えます。
　：地域包括支援センターや児童相談所な
　　どと連携し、ヘルパーなどの福祉サー
　　ビスの利用に向けた手続きの支援を行
　　います。

　Ｃｈｉｐの愛称は、二つの言葉を由来にしています。
　一つは、千歳市の魚「ヒメマス (チップ )」です。
障がいのある方の中核施設として千歳に根ざした活動
をしたいという思いがあります。
　もう一つは、多くの情報を集積し発信する半導体集
積回路 (ＩＣ )の総称 ｢チップ ｣です。Ｃｈｉｐの活
動を周辺地域にも発信し、新しい地域支援体制の構築
を目指したいという思いが込められています。

なぜＣｈｉｐという愛称なの？

２

障がい者総合支援センターでは、
こんな活動をしています



■各種大会や研修会などの実施
：芸能チャリティーショー、老人福祉大会、
　パークゴルフ大会、女性リーダー研修会、
　ふまねっとサポータースキルアップ教室など
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■保護司の活動支援
：保護観察対象者やその家族との面接場所の確
　保 ､前歴を承知した上で雇用する「協力雇用
　主」の確保
：保護司の方々による処遇会議・情報交換会の
　企画 ･運営など

■地域の関係団体との連携 ､推進
：更生保護関係機関との情報交換 ･研修、地域
　のさまざまな機関・団体との連携
■地域に根ざした犯罪 ･非行防止活動
：学校や警察と協同して行う犯罪予防活動 ､市
　民からの犯罪相談対応など

■更生保護活動に関する情報発信など
：市民 ､ 関係機関に対する更生保護の説明 ､「更
　生保護サポートセンターだより」の発刊
：新たな保護司の確保

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
老
後

の
幸
せ
を
高
齢
者
自
身
で
創
り
だ

そ
う
」
を
合
言
葉
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
相
互
の
連
絡
調
整
や
情
報
交
換
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
73

団
体
あ
り
、
３
，
６
０
０
人
以
上

の
会
員
が
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
趣
味
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
体
操
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
保
護
観
察
対
象
者
の
増

加
に
よ
り
、
保
護
司
（
犯
罪
や
非

行
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
保
護
観
察

対
象
者
を
更
生
す
る
た
め
に
活
動

し
て
い
る
方
）
の
活
動
を
支
え
る

仕
組
み
や
更
生
保
護
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
８
人
の
企
画
調
整

保
護
司
が
、
保
護
司
か
ら
の
相
談

や
市
民
か
ら
の
非
行
相
談
へ
の
対

応
な
ど
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

｢

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

｢

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会｣

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

← ｢ふまねっとサポー
　タースキルアップ教
　室 ｣の参加者は ､｢ ふ
　まねっと運動 ｣の実
　施方法などを学び、
　自分の所属する老人
　クラブで実践します。

ってどんなところ
｢しあわせサポートセンター｣特集

??

■障がい者総合支援センター　
　(27)2210
　土・日・祝日を除く８時 45 分～ 17 時 15 分
　※電話による相談は ､24 時間受け付けています ｡

■介護予防センター　
　(23)0012
　土・日・祝日を除く８時 45 分～ 17 時 15 分

■更生保護サポートセンター　
　(49)6330
　土・日・祝日を除く 10 時～ 16 時

■介護予防センター

【特集記事のお問い合わせ先】

高齢者支援課介護相談・予防係  (24)0294
■障がい者総合支援センター

障がい者支援課障がい福祉係　(24)0327
■更生保護サポートセンター

福祉課総務係　(24)0292

■老人クラブ連合会　
　(22)0103
　土・日・祝日を除く 10 時～ 16 時

３４

※ 50 ㎝四方のマスの中をゆっくり歩行する運動で、
歩行機能の改善や集中力の向上などが期待できます。

更生保護サポートセンターでは、
こんな活動をしています

老人クラブ連合会では、こんな
活動をしています

【しあわせサポートセンター入居団体の連絡先】

■老人クラブ連合会
高齢者支援課高齢福祉係　(24)0295

しあわせサポート
センター

川南通

仲
の
橋
通

【東雲町１丁目11】

総合福祉
センター

教育委員
会庁舎

社会福祉
協議会 市役所 水道局

■老人クラブの新規結成に関する受付
：新たに老人クラブの結成をお考えの方は、　
　気軽にご相談ください。
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　千歳の未来を担う子どもたちが夢や希望を持ち、変化の激しいこれから
の社会を自立して生きていくためには、「確かな学力、豊かな心、健やかな
体」をバランス良く育てることが大切です。特に「確かな学力」については、
全国的に大きな課題となっています。
　子どもたちが「確かな学力」を身に付けるためには、学校における学習
活動はもちろんですが、家庭や地域の連携・協力がとても重要です。
　先月に引き続き学校や家庭、地域での取り組みの一部を紹介します。

ＡＬＴによる授業風景。
市内では ､ ５人のＡＬ
Ｔが英語指導を行って
います ｡

の取り組み
後編

焦点

　

ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
や
満
足
度
・
学

級
集
団
の
状
況
、
集
団
形
成
に
必

要
な
人
間
関
係
を
営
む
た
め
の
能

力
を
把
握
す
る
検
査
で
す
。

　

検
査
結
果
を
個
々
の
指
導
や
学

級
全
体
の
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
有
用
感

(

他
人
や
集
団
の
中
で
、
自
分
の
存

在
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
止

め
る
感
覚)

の
向
上
や
学
級
崩
壊
の

予
防
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防

止
な
ど
を
図
り
ま
す
。

「
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
」

の
活
用

3

　

子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
と
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
全
て
の

小
中
学
校
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
英
語
の

授
業
を
補
佐
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
構
成
か
ら
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
手
掛
け
た
「
英
語

リ
ス
ニ
ン
グ
Ｃ
Ｄ
」
を
作
成
し
、

授
業
の
前
や
昼
休
み
に
放
送
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英

語
教
諭
に
よ
る
夏
休
み
や
冬
休

み
中
の
「
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
授

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
活
用
し
た
外
国
語
サ
ポ
ー
ト

１

家
庭
学
習
や
生
活
習
慣
の

ル
ー
ル
づ
く
り

2

上向
への飛翔未来未来

「すべては子どもたちのために」

ＦＯＣＵＳ

　
「
平
成
26
年
度
全
国
・
学
力
学
習

状
況
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
千
歳

の
子
ど
も
た
ち
は
、「
家
庭
学
習
の

時
間
が
短
く
、
起
床
時
刻
が
不
規

則
で
ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
を
使
用

す
る
時
間
が
長
い
」
傾
向
が
あ
り
、

家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

学
力
の
向
上
に
は
、
学
校
で
の
取

り
組
み
の
他
、
家
庭
に
お
け
る
学
習

習
慣
や
生
活
習
慣
の
形
成
が
必
要
な

た
め
、
各
学
校
で
は
、「
家
庭
学
習

の
手
引
き
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏

ま
え
系
統
的
な
指
導
を
す
る
た
め
、

中
学
校
区
ご
と
に
小
・
中
学
校
の

共
通
し
た
学
習
の
手
引
き
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

学 力
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子どもたちが ､本に興味を持って
もらえるように活動しています

　私たち学校図書館司書は ､
学校図書の整理や修理の他 ､
学校で児童生徒に読み聞か

学校図書館司書

岡
おか

　直
な お こ

子 さん

せなどを行っています。子どもたちに ､本に興
味を持ってもらうため ､表紙を見せて棚に配置
したり ､１つのテーマに沿って５､６冊の本を紹
介する ｢ブックトーク ｣を行っています ｡
　最近の ｢ブックトーク ｣では ､｢ 国際理解 ｣と
いうテーマで ､ノーベル平和賞を受賞した方の本
や児童労働に関する本を紹介しました。
　少しずつですが ､本の貸出件数や図書室に来て
くれる子どもが増えています ｡
　子どもたちには ､いろいろなことに興味を持っ
てもらい ､その一つが本であってほしいです ｡
　心のどこかで ｢本って良いな ｣と思ってもらえ

【記事のお問い合わせ】
教育部学校教育課学校教育係

(24) ０８３９

学
校
と
地
域
の
連
携

｢

読
書
活
動
の
推
進｣
4

　
読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
表

現
力
や
創
造
力
を
豊
か
に
し
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　
学
校
で
は
、「
朝
読
書
」
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
読
書
習
慣

の
形
成
と
読
書
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
学

校
図
書
館
運
営
の
充
実
を
図
る
た

め
、
司
書
教
諭
を
補
佐
す
る
学
校

図
書
館
司
書
を
配
置
し
、
子
ど
も

た
ち
が
自
主
的
に
読
書
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　11 月 ､12 月の２か月にわたり ､ 子ども
たちの学力向上に向けた取り組みを紹介
してきました ｡ 教育委員会では ､ これか
らも学校や地域などと連携し ､ 学力向上
に取り組んでいきます。

む にびす

貸し出し手続きの様子。
子どもたちから｢楽しい
本を教えて ｣ と聞かれ
ることも多いそうです。

　
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学

す
る
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、

大
き
な
環
境
の
変
化
に
適
応
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る

に
は
学
校
同
士
が
連
携
を
図
り
、

積
極
的
に
交
流
を
深
め
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
滑
ら
か
な

接
続
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
中
学
校
区
内
の
小
学
校
と
中

学
校
が
連
携
し
て
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
中
学
校
教

員
に
よ
る
小
学
校
で
の
出
前
授

業
、
生
徒
指
導
上
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
予
防
・
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携

5

■地域の方々による、学校評議員や学
　校支援地域本部事業への参加
■授業や運動会、学芸会など各種学校
　行事の地域公開
■学校だよりの配布やホームページに
　よる地域への情報発信
■学校と地域が連携した防災訓練
■町内会が実施する子供会活動、ラジ
　オ体操、通学合宿などの青少年育成
　活動やゴミ拾い、花壇整備などの環
　境整備活動
■千歳っ子見守り隊による ､子どもた
　ちの登下校時の見守り活動。

【学校と地域が連携した主な取り組み】

子どもたちが ､安全に登
下校できるように ､見守
り活動を行っています。

小学校で行われた学芸
会の様子。地域にも一
般公開しています。

6

る読書環境を作ってい
きたいですね。

　
学
校
と
地
域
が
、
よ
り
一
層

の
連
携
・
協
力
を
図
る
た
め
、「
学

校
か
ら
地
域
へ
、
地
域
か
ら
学

校
へ
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
相

互
に
活
動
の
場
を
求
め
な
が
ら

理
解
を
深
め
る
な
ど
、「
学
校
と

地
域
の
連
携
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。



　　　　　　　　　　 ●

トピック

届出

納入

施設名

12月 １月

26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

休館

休館

休館 休館

休館 休館

休館 休館

休館 休館

休館

休館 休館

休館 休館

休館 休館

休館 休館

休館

休館

休館

休館 休館

休館

　　　　　 休館

休館 休館

休館 休館

休館

収集

病院12

29

（月）
45

17

15

～市役所の仕事納めと仕事始め～
　年内は ､12 月 26日 (金 )　17 時 15分まで
　新年は ､１月 ５日 (月 )　８時 45分から　

Information



  

(24)
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12

27

（土）

１

４

（日）

12

29

（月）

24

12

26

（金）

20

12

31

（水）

1

（日）

12

27

（土）

1

（日）


(24)

千歳駅市民サービスセンタ-
※12月28日(日)は､17時15分まで｡

総合福祉センター

各コミセン

東雲会館

末広会館

労働会館

ちとせっこ・げんきっこ・
アリスこどもセンター

青少年会館

北ガス文化ホール
(市民文化センター)

市民ギャラリー

ミナクール

公民館

図書館(ブッくん含む)

武道館

温水プール

ふれあいセンター

埋蔵文化財センター

ダイナックスアリーナ
(スポーツセンター)

そなえーる

葬斎場


(23)


(24)

 

(24)

証明

 

(24)

納入

 

(24)

申請

 

(24)

納入

 

(24)

証明
届出

 

(24)

届出

(24) (24)


 

(24)

申請

12

19

（金）

 


(23)

12

31

（水）

1

（日）

12

27

（土）

1

（日）

（金）

 


(23)

12

30

（火）

（日）

12

29

（月）

１

５

（月）

12

27

（土）

（日）
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くらし

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付

期
限
は
、
平
成
27
年
１
月
５
日
（月）

ま
で
で
す
。



福
祉
課
臨
時
給
付
担
当

(24)
０
６
５
３
総合福祉
センター

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付

期
限
迫
る
！

くらし



総
務
課
文
書
統
計
係

(24)
０
１
３
７
本庁舎

２階 20 番

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

くらし

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
31
日
（水）
ま
で
に
住
宅
、
店

舗
、
事
務
所
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

平
成
27
年
度
の
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
連
絡
が
な
い
と
き
は
、
平
成

27
年
度
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。



税
務
課
家
屋
係

(24)
０
１
６
８
本庁舎

１階５番

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

くらし

　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
選
挙
に

よ
る
委
員
と
選
任
に
よ
る
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。



農
業
委
員
会
事
務
局

管
理
課
企
画
振
興
係

(24)
０
７
９
９
本庁舎

４階 49 番

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

くらし

　

こ
の
う
ち
、
選
挙
に
よ
る
委
員

の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
、

現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
録
世
帯
、
農
業
生
産
法
人

お
よ
び
新
規
就
農
世
帯
へ
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。

※
12
月
25
日
（木）
ま
で
に
申
請
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
は
、
千

歳
市
、
北
広
島
市
、
南
幌
町
、
由

仁
町
、
長
沼
町
の
可
燃
ご
み
を
共

同
処
理
す
る
た
め
、
平
成
26
年
２

月
18
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
組
合
で
は
、
可
燃
ご

み
の
共
同
処
理
に
関
す
る
事
業
内
容

を
多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



廃
棄
物
管
理
課
総
務
係

(40)
６
９
６
９

環境
センター

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

くらし
【
申
告
会
場
】
札
幌
市
豊
平
区
月
寒

東
１
条
５
丁
目
３-

４　

札
幌
南

税
務
署　


０
１
１

(555)
３
９
０
０



税
務
課
市
民
税
係

(24)
０
１
５
８
本庁舎
１階５番

確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

くらし

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」は
、

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発

展
と
宝
く
じ
の
普
及
を
目
的
に
、

全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広
報
活
動

費
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

助
成
事
業
を
活
用
し
、
町
内
会

で
使
用
す
る
椅
子
な
ど
の
備
品
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
日
の
出
東
町
内
会
が

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
椅
子
用

収
納
台
車
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

助
成
内
容
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



市
民
生
活
課

市
民
生
活
係(24)

０
１
８
３
本庁舎

３階 36 番

宝
く
じ
の
助
成
金
を
地
域

振
興
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

くらし

　

12
月
１
日
（月）
か
ら
、
公
的
年
金

の
受
給
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
受
給
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
平
成
27
年
３
月
31
日
（火）
ま
で
に

申
請
し
、
12
月
１
日
（月）
時
点
で
、

要
件
を
満
た
す
方
は
、
12
月
分
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

方
は
、
要
件
を
満
た
し
た
翌
月
分

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



子
育
て
推
進
課

子
育
て
支
援
係

(24)
０
３
２
８
本庁舎

１階６番

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
の

併
給
制
限
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

くらし

【
凍
結
予
防
】
▼
部
屋
が
暖
か
く

て
も
床
下
が
冷
え
る
と
凍
り
ま
す
。

▼
床
下
の
換
気
口
を
閉
め
、
冷
た

い
風
が
入
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
数
日
間
で
も
留
守
に
す
る
と
き

は
、
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
抜
き
操
作
確
認
】
▼
水
抜
栓

の
レ
バ
ー
を
「
止
」
の
方
向
に
回

し
て
か
ら
蛇
口
を
開
け
て
水
抜
き

を
し
ま
し
ょ
う
▼
水
抜
き
操
作
を

し
て
も
水
の
落
ち
が
悪
い
と
き
や

水
抜
き
栓
か
ら
水
が
漏
れ
る
音
が

聞
こ
え
る
と
き
は
、
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

【
凍
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
】
凍

結
解
氷
な
ど
は
「
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
」
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
12
月
号

号
外
「
水
道
凍
結
注
意
」
か
水
道

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
）。



管
路
維
持
課

水
道
維
持
係(24)

３
２
５
４
水道局

庁舎１階

水
道
凍
結
に
ご
注
意

くらし

　

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
会
場

は
、「
札
幌
南
税
務
署
」
で
す
。

　

会
場
の
駐
車
場
は
狭
く
、
混
み

合
う
た
め
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告
期
間
】
平
成
27
年
２
月
２
日

～
３
月
16
日（
平
日
の
９
時
～
17
時
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.do
uou53kumiai.jp/

　　

工
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た

め
、
経
済
産
業
省
が
毎
年
「
工
業

統
計
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
平
成
27
年
１
月
に
か

け
て
、
調
査
員
が
調
査
対
象
の
事

業
者
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
内
容

は
、秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

農
林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た

め
、
農
林
水
産
省
が
５
年
ご
と
に

｢

農
林
業
セ
ン
サ
ス(

統
計
調
査)｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
平
成
27
年
２
月
に
か

け
て
、
調
査
員
が
農
林
業
を
営
む

方
を
訪
問
し
ま
す
。調
査
内
容
は
、

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

給
付
金
の
対
象
と
見
込
ま
れ
る

方
に
は
、
市
か
ら
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】
持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
と
き
は
、
平
成
27
年
１

月
５
日
（月）
必
着
。

※
受
付
窓
口
が
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
０
８
号
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
郵
送
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

福
祉
課
臨
時
給
付
担
当



　
市
役
所
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ら
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お
知
ら
せ
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職種
募集人員 勤務場所 月額報酬

受験資格 主な職務内容
年齢要件(生年月日)

① 危機管理
推進員

１人 危機管理課 155,700円 ▼中学校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を
有する方

会計などの一般事務､防災訓練など
の企画､自衛隊との連絡調整など昭和32年４月２日～昭和43年４月１日

② 防災交流施設
主任管理員

１人 防災学習交流施設 165,700円 ▼高校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有する方
▼人事管理やパソコンを使用した事務処理が可能な方

防災学習交流施設に勤務す
る臨時職員の人事管理など昭和28年４月２日～昭和40年４月１日

③ 農民研修セン
ター管理員

１人 東部支所 145,600円 ▼高校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有
する方▼一般事務の実務経験がある方

事務補助および貸館や施設
周辺の管理など昭和29年４月２日～昭和40年４月１日

④ 東部支所事
務補助員

１人 東部支所 145,600円 ▼高校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有
する方▼一般事務の実務経験がある方

住民票など各種届出や申請書の受付･
証明書の交付､会計事務の補助など昭和29年４月２日～昭和55年４月１日

⑤ 消費生活専
門相談員

１人 市民生活課 155,700円 ▼中学校卒業以上の方▼消費生活専門相談員､消
費生活アドバイザー､消費生活コンサルタントの
いずれかの資格を有し､実務経験１年以上の方

事業者に対する消費者から
の苦情処理の受付や苦情相
談の対応など昭和32年４月２日以降

⑥ ウタリ福
祉推進員

１人 福祉課 150,700円 ▼高校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有
する方

ウタリ住宅貸付金業務・収納・
督励業務、蘭越生活館事務など昭和30年４月２日以降

⑦ 歯科衛生士
１人 健康推進課 140,600円 ▼歯科衛生士の資格を有し､実務経験のある方▼パソ

コン操作が可能な方▼普通自動車運転免許を有する方
健康教室､乳幼児健診､成人･妊婦･
乳幼児･学童に係る歯科保健業務昭和38年４月２日以降

⑧ 子育てコン
シェルジュ

若干名 子育て総合支援センター 140,600円 ▼短大卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有する
方▼次のいずれかの要件を満たす方 ①大学で児童福
祉学､社会福祉学､児童学､心理学､教育学､社会学のい
ずれかを専修する学科または課程を修め卒業した方 
②社会福祉士､精神保健福祉士､看護師､保健師､保育
士の資格､教育職員普通免許のいずれかを有する方

子育て支援に係る事業の提案､
施設の利用支援､相談受付など昭和30年４月２日～平成７年４月１日

⑨ 子育て家庭
訪問支援員

若干名 子育て総合支援センター 140,600円 家庭訪問、子育て支援および保育
サービスの利用につなげる業務昭和30年４月２日～平成７年４月１日

⑩ 児童指導員

10人 子育て総合支援センター 140,600円 ▼次のいずれかの要件を満たす方 ①保育士､教育職
員普通免許もしくは社会福祉士の資格を有する方 
②大学または大学院で社会福祉学､心理学､教育学､
社会学､芸術学もしくは体育学のいずれかを専修す
る学科･研究科または課程を修め卒業した方 ③保育
所や児童相談所などで２年以上の実務経験がある方

児童館・学童クラブにおけ
る児童の健全育成業務昭和26年４月２日～平成７年４月１日

⑪ 療育支援
専門員

若干名 こども療育課 140,600円 ▼短大卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有する
方▼保育士の資格または教育職員普通免許を有する
方▼障がい児療育･保育･教育の実務経験のある方

保育所などへの訪問による
療育指導､保護者支援や発達
支援計画の作成など昭和30年４月２日～平成５年４月１日

⑫ 国際交流
推進員

１人 交流推進課 160,700円 ▼高校卒業以上の方▼普通自動車運転免許を有する方▼英
会話通訳などの実務経験があり､パソコン操作が可能な方

姉妹都市交流事業に関する事務､通訳･
翻訳､国際交流応援情報誌の作成など昭和39年４月２日～平成３年４月１日

⑬ 外国人英語
指導助手

１人 学校教育課 248,600円 ▼短大卒業以上または同等以上の学歴を有する方▼英語が
母国語または同等以上の英語力を有する日本国籍以外の方
▼日本で英語指導助手などの実務経験のある方▼日本語に
よる日常会話が可能な方▼普通自動車運転免許を有する方

市内中学校において英語授
業や英語教材の作成､教職員
に対する研修補助など1957年４月２日～1993年４月１日

⑭ 児童及び生
徒ヘルパー

２人 学校教育課 135,600円
▼中学校卒業以上の方 特別支援学級設置校で､児童生徒

の授業･学校行事の介助業務など昭和39年４月２日～昭和50年４月１日

【
募
集
内
容
】
下
の
表
の
と
お
り

【
勤
務
時
間
】
１
週
ま
た
は
４
週
を

平
均
し
て
、
１
週
に
つ
き
29
時
間
勤
務

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
適
用
あ
り
。

【
試
験
】
第
１
次
試
験
　
適
性
検

査
・
作
文
な
ど　

平
成
27
年
１
月

16
日
（金）　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

第
２
次
試
験
　
面
接
試
験　

平
成

27
年
２
月
中
旬(

予
定)

※
⑬
は
、２
次
試
験
か
ら
の
受
験
で
す
。

【
任
用
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

※
最
大
５
年
間
の
範
囲
で
再
任
用

(

⑫
は
、
最
大
３
年
間)

あ
り

※
④
は
、
平
成
27
年
５
月
１
日
か
ら
。

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履

歴
書(

市
指
定
用
紙)

な
ど

※
詳
細
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
申
込
時
に
年
齢
の
確
認
で
き
る

も
の
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
領
・
申
込
書
類
は
、
職

員
課
窓
口
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。



募集 第
１
種
非
常
勤
職
員
の
募
集

職
員
課
人
事
係

(24)
０
５
０
２
本庁舎

４階 41 番



募集 市
職
員
採
用
候
補
者
登
録

試
験
の
お
知
ら
せ

職
員
課
人
事
係

(24)
０
５
０
２
本庁舎

４階 41 番

【
募
集
職
種
】
保
育
士

【
募
集
人
員
】
３
人

※
採
用
後
は
、
市
内
へ
の
居
住
が

可
能
な
方
と
し
ま
す
。

【
資
格
】
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
保
育
士
登
録
を
受
け
、
か
つ
、

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
を
有
す
る
方

【
報
酬
月
額
】　

１
５
２
，
８
０
０
円

(

短
大
卒)

【
試
験
日
程
】
第
１
次
試
験
　
筆

記
試
験　

平
成
27
年
１
月
25
日
（日）

９
時
～
17
時(

予
定)　

北
ガ
ス
文

化
ホ
ー
ル(

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー)

第
２
次
試
験
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
試
験
、
面
接
試
験　

平
成
27

年
２
月
21
、
22
日(

予
定)

第
３
次
試
験
　
身
体
検
査　

平
成

27
年
２
月
下
旬(

予
定)

【
採
用
予
定
日
】
平
成
27
年
５
月

１
日
（金）　

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履

歴
書(

市
指
定
用
紙)

な
ど

※
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
方
は
、
在
留
資
格
お
よ

募集

【
申
込
期
限
】
12
月
25
日
（木）(

受
付

は
、
平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
15
分)

※
郵
送
の
と
き
は
、
簡
易
書
留
郵

便
で
、
12
月
25
日
（木）
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２
丁

目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課
人
事
係



今
月
は
、
市
民
税
・
道
民
税
の
第
４
期
納
入
月
で
す
。
　
今
月
の
市
税
納
入
夜
間
相
談
日
は
、
26
日

（金）
（
18
時
～
20
時
で
す
。）
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市役所からのお知らせ　　information



募集 高
齢
者
賃
貸
住
宅
入
居
者

の
募
集

市
営
住
宅
課

住
宅
管
理
係(24)

０
４
２
７
本庁舎

３階 31 番

【
募
集
住
戸
】
サ
ー
モ
ン
リ
バ
ー
ハ

イ
ツ
（
稲
穂
４
丁
目
、オ
ー
ル
電
化
、

24
時
間
緊
急
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
、
食

事
サ
ー
ビ
ス
可(

別
途
費
用)

な
ど
）

▼
１
Ｄ
Ｋ　

４
戸

▼
２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

【
入
居
資
格
】
60
歳
以
上
で
自
立

し
た
生
活
を
営
め
る
方

【
家
賃
】
４
７
，
０
０
０
～
７
０
，

０
０
０
円(

収
入
に
応
じ
て
補
助
あ
り)

※
別
途
共
益
費
が
必
要
で
す
。

納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９

　

適
正
ご
み
処
理
推
進
員(

富
士
・

信
濃
地
区)

を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】
▼
不
適
正
排
出
お
よ

び
不
法
投
棄
の
調
査
・
報
告
▼
地
域

に
お
け
る
ご
み
の
発
生
抑
制
▼
再
使

用
、
再
生
利
用
の
普
及
と
啓
発
な
ど

※
１
か
月
あ
た
り
12
時
間
の
活
動
。

【
対
象
】
富
士
・
信
濃
地
区
以
外

の
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
70

未
満
の
方

【
募
集
人
員
】
１
人

【
任
期
】
平
成
27
年
１
月
１
日
～

平
成
28
年
４
月
30
日

【
報
酬
】
月
額
１
０
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
12
月
18
日
（木）
ま
で

に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

※
郵
送
の
と
き
は
、12
月
18
日
（木）
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

0012　

美
々
758-

54　

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄

物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
係



廃
棄
物
対
策
課

廃
棄
物
対
策
係

(23)
２
１
１
０

環境
センター

千
歳
市
適
正
ご
み
処
理
推

進
員
の
募
集

募集

　

市
は
、
市
内
の
保
育
園
や
認
定

こ
ど
も
園
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
児
童
館
な
ど
で
就
労
を

希
望
さ
れ
る
方
を
支
援
す
る｢

千

歳
市
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク｣

を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
を
持
ち
な
が
ら
現
場
を
離

れ
再
就
職
を
検
討
し
て
い
る
方
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
な
ど
の
就
労
に
関
す
る

情
報
収
集
と
提
供
を
行
う
も
の
で
、

具
体
的
な
就
労
の
相
談
や
あ
っ
せ

ん
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。



募集 ｢

千
歳
市
保
育
士
等
人
材
バ

ン
ク｣

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

子
育
て
推
進
課

子
育
て
計
画
係

(24)
０
３
４
１
本庁舎
１階６番

【
対
象
】
▼
保
育
園
な
ど
で
、
正

職
員
、
臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員

な
ど
と
し
て
就
労
を
希
望
す
る
方

▼
保
育
士
、
保
育
教
諭
、
幼
稚
園

教
諭
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る(

資
格
取
得
見
込
み

の
方
を
含
む)

方

【
申
込
方
法
】｢

登
録
申
込
書
兼
同

意
書(

市
指
定
用
紙)｣

に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
不
可
。

※
申
し
込
み
は
、
随
時
受
付
。

※
市
指
定
用
紙
は
、
子
育
て
推
進

課
窓
口
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

子
育
て
支
援
室
子
育
て
推
進
課
子

育
て
計
画
係

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
学
童
ク

ラ
ブ
入
所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

〈
①
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込
〉

【
申
込
期
間
】
平
成
27
年
２
月
２

日
～
２
月
13
日(

平
日
の
８
時
45

分
～
17
時
15
分)

〈
②
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
学
童
ク

ラ
ブ
入
所
事
前
申
込
〉

【
申
込
期
間
】
平
成
27
年
１
月
５

日
～
１
月
16
日(

平
日
の
８
時
45

分
～
18
時
30
分)

【
申
込
先
】
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
児
童
館
係　


　

(22)
７
８
８
８

〈
共
通
事
項
〉

【
対
象
】
保
護
者
が
就
労
ま
た
は


(24)
０
３
４
０
本庁舎

１階７番

学
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込
の

ご
案
内

募集

保
育
課
保
育
係

【
敷
金
】
家
賃
の
２
か
月
分

【
申
込
先
】
パ
ナ
ホ
ー
ム
( 株 )
現
地

事
務
所(

稲
穂
４
丁
目)


　

(26)
２
４
０
１

※
見
学
が
で
き
ま
す
。

※
資
料
は
、
現
地
事
務
所
か
市
営

住
宅
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
住
宅
は
、
民
間
事
業
者
が

所
有
す
る
賃
貸
住
宅
で
す
。


(24)
３
０
０
０
内
線
231
市民病院
２階

助
産
師
の
募
集

募集

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
資
格
】
昭
和
34
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
助
産
師
登
録
を
受

け
、
３
交
代
勤
務
の
で
き
る
方

【
試
験
内
容
】
適
性
検
査
、
小
論
文
、

面
接
試
験(

試
験
は
、
随
時
行
い
ま
す)

【
報
酬
月
額
】

２
０
１
，
１
０
０
円(

大
卒)　

１
８
８
，
９
０
０
円(

短
大
３
卒)

【
採
用
予
定
日
】
随
時

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書･

履
歴
書

(

市
指
定
用
紙)

、
資
格
証
明
書
の
写
し

※
詳
細
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
実
施
要
領
・
申
込
書
類
は
、
市
民

病
院
総
務
課
窓
口
か
市
民
病
院
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
随
時

※
郵
送
の
と
き
は
、
簡
易
書
留
郵

便
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8550　

北
光
２
丁

目
１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院

事
務
局
総
務
課
総
務
係

病
気
な
ど
で
昼
間
、
留
守
に
な
る

小
学
１
～
６
年
生
ま
で
の
児
童

※
保
護
者
の
勤
務
日
が
週
３
日
以

上
、
か
つ
勤
務
終
了
時
間
が
15
時

以
降
（
小
学
１
年
生
は
、
14
時
以

降
で
も
可
）
の
と
き
。

【
申
込
方
法
】
申
込
書
・
同
意
書
・

扶
養
親
族
申
告
書(

市
指
定
用
紙)

、

就
労
証
明
書
な
ど
の
就
労
状
況
が

分
か
る
書
類
、
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
控
え
、
通
帳
、

通
帳
印
を
持
参

※
②
は
、
療
育
手
帳
な
ど
障
が
い

の
状
況
が
分
か
る
書
類
を
持
参
。

※
市
指
定
用
紙
は
、
保
育
課
窓
口

か
各
学
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

び
就
労
制
限
の
有
無
を
確
認
で
き
る

書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
実
施
要
領
・
申
込
書
類
は
、
職

員
課
窓
口
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
申
込
書
類
を
請
求
す
る

と
き
は
、
封
筒
の
表
に｢

職
員
採

用
試
験
申
込
書
類(
保
育
士)

請

求｣

と
朱
書
き
し
、
140
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
Ａ
４
サ

イ
ズ
が
入
る
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】
12
月
10
日
～
平
成

27
年
１
月
６
日(

受
付
は
、
平
日

の
８
時
45
分
～
17
時
15
分)

※
郵
送
の
と
き
は
、
簡
易
書
留
郵
便

で
、
平
成
27
年
１
月
６
日
（火）
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２
丁

目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課
人
事
係



　

保
険
料
を
滞
納
し
て

　

い
る
と
・
・
・

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料

第
７
期
の
納
付
月
で
す
。

国
保
の
お
知
ら
せ

　
　

国
民
健
康
保
険
課

　
　

国
保
収
納
係

　
　

(　
（24）
０
２
８
７

【詳細】

家庭から出た使用済み小
型家電を回収しています

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

市役所からのお知らせ　information

もう一度

もう一度でも

役立ちたい

標語作成者　平
ひらかわ

川　直
な お き

樹　さん
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相談



相談 い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心

の
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

青
少
年
課
生
徒
指
導
係

(24)
０
８
５
９
教育委員会
庁舎２階

　市では ､家庭から出た携帯
電話などの使用済み小型家電
を回収ボックスで無料回収し ､
リサイクルしています。

【回収品目】
　回収ボックスの投入口 (40㎝
× 45 ㎝ ) に入る大きさの使用
済み小型家電
※個人情報は ､必ず消去または
　記憶媒体を破壊してください。
※小型家電の中の電池は ､必ず 
　抜いてください ( 電池は ､有  
　害ごみです )。

【回収しないもの】
　テレビなど家電リサイクル法
の対象品目 ､蛍光管 ､電球 ､電
池 ､ バッテリー ､デスクトップ
型パソコンのブラウン管モニ
ター ､ ＣＤ・ＤＶＤなどの記
憶媒体 ､ 業務用のもの ､ 電気
製品でないもの
※【回収しないもの】は ､ 絶
　対に回収ボックスに入れな
　いでください。　

【回収ボックスの設置場所】
　各コミセン､総合福祉センター
１階 ､東部支所、支笏湖支所
※祝梅コミセンは ､改修工事中
　のため ､回収ボックスを設置
　していません ｡
※開館時間や休館日などは ､各
　施設にお問い合わせください。
※環境センターに持ち込まれ
　た使用済み小型家電は、大
　きさに関係なく ､ 無料で受
　け入れています。　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保

険
者
証
」
や
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
と
な
る
「
資
格
証
明
書
」

に
切
り
替
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の

給
付
が
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、

差
し
止
め
ら
れ
た
給
付
か
ら
滞

納
分
が
差
し
引
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
の

悩
み
を
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言･

援
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
児
童･

生
徒
、
保
護
者

な
ど

【
と
き
】
12
月
16
日
　
13
時
～
17
時

12
月
26
日
　
10
時
～
17
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２

階
相
談
室

市民の皆さんから意見を公募 (パブリックコメント )します募集

公募内容 公募期間 担当

①第１種自然環境保全地区の 
　指定及び保全計画(素案)
　に対する意見

12月10日～
平成27年
１月８日

〒 066-8686　東雲町２丁目 34　
千歳市市民環境部環境課自然環境係
(24) ０５９７　ＦＡＸ (22) ８８５３
Ｅメール　kankyo@city.chitose.hokkaido.jp

②千歳市財政標準化計画(改
　訂版(素案))に対する意見

12月12日～
平成27年
１月14日

〒 066-8686　東雲町２丁目 34　
千歳市総務部財政課主査 (財政調整担当 )
(24) ０５４１　ＦＡＸ (22) ８８５４
Ｅメール　zaisei@city.chitose.hokkaido.jp

③第３期千歳市地域福祉計画
　(素案)に対する意見

12月12日～
平成27年
１月14日

〒 066-8686　東雲町２丁目 34　
千歳市保健福祉部福祉課主査 (地域福祉計画策定担当 )
(24) ０８６４　ＦＡＸ (22) ８８５１
Ｅメール　chiikifukushi@city.chitose.hokkaido.jp

④千歳市高齢者保健福祉計画・
　第６期千歳市介護保険事業計
　画(素案)に対する意見

12月12日～
平成27年
１月14日

〒 066-8686　東雲町２丁目 34　
千歳市保健福祉部高齢者支援課高齢福祉係
(24) ０２９５　ＦＡＸ (22) ８８５１
Ｅメール　koreishien@city.chitose.hokkaido.jp

⑤千歳市障がい者計画・第４
　期千歳市障がい福祉計画
　(素案)に対する意見

12月12日～
平成27年
１月14日

〒 066-8686　東雲町２丁目 34　
千歳市保健福祉部障がい者支援課主査 (障がい者支援計画策定担当 )
(24) ３１３１(内線 865)　ＦＡＸ (22) ８８５１
Ｅメール　shogaishien@city.chitose.hokkaido.jp

【公募内容など】

【素案の公表場所】
　各素案の担当課窓口 ､ 市民ロビー ( 市役所１階 )､ 市政情報コーナー ( 市役所
２階 )､ 総合福祉センター (１階 )､ 北ガス文化ホール (市民文化センター )､ 図
書館 ､ 公民館 ､ 市民活動センター ( ミナクール )､ 各コミセン（祝梅コミセン除
く）､各支所 ､千歳駅市民サービスセンター ､市のホームページ
【意見の提出方法】
　素案の公表場所にある、千歳市パブリックコメント（意見公募）手続「意見書」
( 市指定用紙 ) に必要事項を記入の上 ､ 意見箱に投入するか ､ 住所 ､ 氏名 ( 法
人その他の団体は ､事務所または事業所名 )､ 連絡先の電話番号を明記の上 ､ 郵
送 ､ＦＡＸ ､Ｅメールで提出
※住所・氏名・連絡先が明記されていないときは ､意見として扱いません。

本庁舎３階 34 番

本庁舎４階 40 番

本庁舎１階９番

本庁舎１階９番

本庁舎１階８番



「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

「
ど
う
し
て
？
」
と
思
う
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

声のらん
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《
50
歳
代
男
性
》

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

「
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
」、
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
が
「
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
」
と
、

公
共
施
設
に
企
業
の
名
前
が
入
っ
た

呼
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
目
的
が
あ
る
の
で
す
か
。

声

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

の
目
的
と
は
？

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

と
は
、
公
共
施
設
を
広
告

媒
体
と
し
て
、
企
業
名
や

商
品
名
の
入
っ
た
愛
称
を
付
け
る
権

利
を
事
業
者
な
ど
に
付
与
し
、
事
業

者
か
ら
対
価
を
得
る
手
法
で
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
よ

り
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
の

財
源
が
確
保
で
き
、
良
好
な
施
設
環

境
を
安
定
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
一
定
の
宣
伝
効
果
や
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
を
対
象
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
事
業
者
を
募
集
し
ま
し
た
。　

　

実
際
に
、
４
月
１
日
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
「
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア

リ
ー
ナ
」
に
、
10
月
１
日
か
ら
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
を
「
北
ガ
ス
文
化
ホ

ー
ル
」
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
企
業
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実

施
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

施
設
の
魅
力
向
上
な
ど
が
期
待
で
き

ま
す
。

答

］

［
行
政
管
理
課
行
政
経
営
係


(24)
０
５
１
２

１

２子
ど
も
が
高
熱
を
出
し
て

２
日
間
熱
が
下
が
ら
な
い

の
で
、「
小
児
科
日
曜
救

急
」
に
行
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
待
っ
て
い

て
、
診
察
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
で
も
、
中
に
は
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
病
院
の
中
を
走
り
回
っ
て

い
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。「
小
児

科
日
曜
救
急
」
は
、
深
刻
な
病
状
の

子
ど
も
だ
け
が
来
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

「
小
児
科
日
曜
救
急
」
は
、

千
歳
市
内
、
恵
庭
市
内
で

開
業
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
医
師
の
協
力
を
得
て
、
本
年
４
月
か

ら
千
歳
市
民
病
院
で
開
設
し
ま
し
た
。

　

１
日
平
均
約
26
人
と
、
多
く
の
子

ど
も
が
受
診
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
「
小
児
科
日
曜
救
急
」
は
、
突
発

的
な
症
状
で
緊
急
の
処
置
が
必
要
な

子
ど
も
が
受
診
す
る
場
所
で
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
軽
症
の
方
が
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
出
掛
け

る
よ
う
な
感
覚
で
救
急
医
療
を
受

診
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
が
増
え
る
と
、「
何

日
も
熱
が
下
が
ら
な
い
」、「
意
識
が

も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
の
症

状
を
抱
え
、
緊
急
的
に
診
療
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
に
も
支
障

を
来
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
小
児
科
日
曜
救
急
」
は
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
本

来
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

｢

小
児
科
日
曜
救
急｣

の

受
診
は
、
病
状
が
深
刻
な

子
ど
も
だ
け
が
来
る
べ
き
！

《
30
歳
代
女
性
》］

［
市
民
病
院
事
務
局
総
務
課
調
整
係


(24)
３
０
０
０
内
線
２
３
４

声答



　いきいき 　　 すくすく　　子 育 て

～　保健師・栄養士のリレーコラム　～

今月は､栄養士が担当しました｡　健康母子係 (24)０７７１

from 地域子育て支援センター

内　容・妊娠中の過ごし方､歯の健康や栄養についての講話
対　象・市内に居住する妊婦の方
と　き・平成27年１月19日(月)　10時～11時30分
ところ・総合保健センター
持ち物・母子健康手帳､筆記用具
詳　細・健康母子係　(24)０７７１
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会場/申込先/詳細・ちとせっこセンター
(40)１７１７　(日･祝日を除く９時～17時30分)
※抽選では､初めて参加する方を優先します｡

【共通事項】

●大きくなったね♪身体計測の日
内　容・身体と体重を計測して､個人カードに記録♪
　　　　(ボランティアの方による計測の手伝いあり)
と　き・12月17日(水)　10時～11時30分
●アリスに集合♪アリスＤＥランチ
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
と　き・12月17日(水)　11時30分～12時30分
※お弁当持参｡
●☆アンパンマンサンタがアリスにやってくる☆Ｘ'マス会
内　容・キャンドルサービス､アンパンマンショー
と　き・12月24日(水)　10時～11時
定　員・40組（抽選）
申込日・12月11､12日

　妊娠前からの栄養バランスが大切です

　

●ランチデー(無料)
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
と　き・12月12日(金)　11時30分～13時
※お弁当持参(申込不要)｡
●にこにこランド(毎週火曜　全７回コース､無料)
対　象・生後９か月～１歳６か月の子と親
と　き・平成27年１月20､27日､２月３､10､17､24日､３月３日
　　　　午前の部(10時～11時30分)､午後の部(13時30分～15時)
定　員・午前午後､各17組(抽選)
申込日・12月10､11日
●あかちゃんランド(隔週水曜　全４回コース､無料)
対　象・生後３か月～８か月の子と親
と　き・平成27年１月21日､２月４､18日、３月４日
　　　　午前の部(10時～11時)､午後の部(13時30分～14時30分)
定　員・午前午後､各17組(抽選)
申込日・12月17､18日
●わくわくランド(毎週木曜　全７回コース､無料)
対　象・１歳７か月～就学前の子と親
と　き・平成27年１月22､29日､２月５､12､19､26日､３月５日
　　　　午前の部(10時～11時30分)､午後の部(13時30分～15時)
定　員・午前午後､各20組(抽選)
申込日・12月19､20日

●ランチデー(無料)
内　容・みんなで一緒にお弁当を食べましょう
対　象・就学前の子と親
と　き・12月12日(金)　12時～13時(申込不要）
※お弁当持参｡
●やさしいヨガ(無料)
内　容・ゆったりとした動きと深い呼吸でほっと一息
対　象・就学前の子を持つ親
と　き・12月17日(水)　11時～11時30分(申込不要）

会場/詳細・げんきっこセンター
(26)２０７０(日･祝日を除く９時～17時30分)

【共通事項】

内　容・赤ちゃんのお風呂の入れ方､妊婦ジャケット着用
対　象・市内に居住し､出産を控えている夫婦
と　き・平成27年１月17日(土)　10時～12時30分
ところ・総合保健センター
持ち物・母子健康手帳､筆記用具
詳　細・健康母子係　(24)０７７１

※体格指数BMI＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)
【ＢＭＩ】18.5未満…やせ(低体重)､18.5～25.0未
満…ふつう､25.0以上…肥満

対　象・就学前の子と親(申込不要）
参加料・無料
会場/詳細・アリスこどもセンター

(24)8341　FAX(24)7021(日･祝日を除く12時～15時)

【共通事項】

　太っていることを気にする人は多くても、やせてい
ることを気にする人は少ないのではないでしょうか。
　若い女性は、特に“やせ”志向が強く、20歳代女性の
“やせ”は増加していると言われています。美容目的
の過度なダイエットは貧血や月経不順など、日常生活
に影響するだけでなく、妊娠、出産時には早産や低出生
体重児の発症率が高くなることも注目されています。
　赤ちゃんの脳や脊髄、内臓などの体の基礎は、妊娠に
気づくまでの２か月間につくられ始めるため、妊娠を
希望したときから栄養バランスに気をつけておくこと
が大切です。特に、野菜などに多く含まれる栄養素
“葉酸”は、赤ちゃんの神経管閉鎖障害の予防とし
て、妊娠１か月以上前から妊娠３か月までとる事が望
ましいとされています。健康な赤ちゃんを産み育てるた
めに、妊娠前から健康的な食生活を心がけたいですね。

　健康母子係では、｢わくわくママクラブ｣という妊婦教
室を毎月実施しています。１月は、妊娠中の過ごし方につ
いてお話ししますので､ぜひお気軽にお申し込みください｡
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

年齢 生年月日

　

身長･体重測定､発達･栄養の相談
平成27年１月21日(水)　９時30分～11時30分と13時～15時30分
総合保健センター(申込不要)
母子健康手帳
健康母子係　(24)０７７１

15 広報ちとせ 平成 26(2014) 年 12月号

●フッ化物塗布･歯科相談

平成27年１月21､26日 １年以内に千歳市で１歳６か月児･
３歳児健診を受けた幼児

●フッ化物塗布･歯科相談･歯科健診

平成27年１月16日(金) １歳～就学前の全ての幼児

９時30分～11時30分､13時～15時
総合保健センター(申込不要)
800円
母子健康手帳､歯ブラシ
健康母子係　(24)０７７１

５～７か月児(状況により､３～11か月児まで接種可)
平成27年１月９､23日　(12時30分～13時50分)
総合保健センター(申込不要)
予診票､母子健康手帳
予防接種担当　(24)３１４８

医師･保健師の健康相談､栄養士の栄養相談､歯科
　　　　衛生士の歯科相談､血圧測定･尿検査･体脂肪測定

12月22日(月)　９時30分～11時30分と13時～16時
※医師の相談13時～15時､歯科衛生士の相談９時30分～11時30分｡

総合保健センター(申込不要)
健康企画係　(24)０７６８

( )

03(3839)

(表中の年齢は､平成26年度中に達する年齢)

胃がん検診
① ② 40歳以上

1,500円(500円)
大腸がん検診 1,000円(300円)
肺がん検診 　500円(100円)
前立腺がん検診 ① ② 50歳以上の男性 1,000円(300円)
子宮がん検診 ② ③ 偶数月生まれの女性で､②は40歳以上､③は20歳以上 2,000円  (注１)
乳がん検診 ② ③ 40歳以上の女性で､偶数月生まれの方 2,000円(1,300円)
肝炎ウイルス検診

① ②

40歳以上でＢ型･Ｃ型肝炎の検査､治療を受けていない方 　800円(800円)
国保特定健診 40歳～74歳の市国保加入者 (1,000円)(注２)
はつらつ健診 後期高齢者医療制度加入者 無　料
いきいき健診 40歳以上の生活保護受給者 無　料
さわやか健診 ① 19歳～39歳 1,000円(1,000円)
エキノコックス症 ① ② 過去５年間検査を受けていない方 無　料

 30歳以上の市国保加入者の方は､800円(20歳～29歳は､2,000円)｡　  65歳～74歳の方は､500円｡
※65歳～69歳の方で障害４級以上の認定を受けた方､70歳以上の方､生活保護世帯･市民税非課税世帯の方は､がん検診と肝炎ウイルス検診が無料です｡

とき 平成27年１月28､29日､２月26､27､28日､３月１日(７時～10時30分)
※１月28日と２月26日は､女性のみ､無料保育あり｡

平成27年２月２､19日､３月２､４日
(定員各60人､無料送迎バスで移動)

とき 平成27年１月25､30日(無料送迎バスで移動)
※健康診査とがん検診の両方を受診する方が対象｡

40歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日
45歳 昭和43年４月２日～昭和44年４月１日
50歳 昭和38年４月２日～昭和39年４月１日
55歳 昭和33年４月２日～昭和34年４月１日
60歳 昭和28年４月２日～昭和29年４月１日
65歳 昭和23年４月２日～昭和24年４月１日
70歳 昭和18年４月２日～昭和19年４月１日
75歳 昭和13年４月２日～昭和14年４月１日

※75歳以上も５歳ごとに受診可。
平成27年３月31日(火)まで
6,000円　 90人
12月15日(月)～定員になり次第締切

　子宮がん､乳がん､大腸がん､肝炎ウイルス検診対象者の
うち､特定の年齢の方へ無料クーポン券(送付前に受診し
た方には､償還払い申請書)を送付しています｡
　これらの使用(申請)期限は､平成27年３月31日(火)(肝
炎ウイルス検診は３月１日(日))ですので、お早めに受診
や申請の手続き行ってください｡

市民健康係　(24)０３６４
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催　し

　ユネスコでは､学校へ行けない世

界の子どもたちや学校に行けずに大

人になった人たちへ学ぶ機会を提供

する､｢書きそんじはがき収集キャン

ペーン｣を行っています｡

　宛名や住所を書き誤り､ポストへ

投函されていない切手付きの郵便は

がきが支援につながります｡ぜひご

協力ください｡

提供方法・平成27年２月13日(金)まで持

　　　　参か郵送で提供してください｡

詳　細・〒066-8686　東雲町２丁目34

　　　　千歳ユネスコ協会事務局(生

　　　　涯学習課内)(24)0848

お知らせ

北海道最低賃金

　北海道内で事業を営む使用者の方

およびその事業場で働くすべての労

働者(臨時､パートタイマー､アルバ

イトなどを含む)の方に適用される

北海道最低賃金が次のとおり改定さ

れました｡

最低賃金額・時間額748円

効力発生日・平成26年10月８日

詳　細・北海道労働局賃金課

０１１(709)２３１１　内線3533

勤労者生活資金貸付制度

　一時的に生活資金が必要となる労

働者の方に資金貸付を行っています｡

※市が金融機関を通じて融資を行う

制度です｡

資金使途・一時的に出費が必要となるもの

　　　　(冠婚葬祭資金､教育資金､医

　　　　療資金､生活資金など)

貸付額・50万円以内

貸付利率・年1.0％

　　　　(別途､貸付保証料が必要)

貸付対象・１年以上市内に継続して居

　　　　住し､同じ事業所に１年以上

　　　　勤務している方

申込先/詳細・北海道労働金庫千歳支店

(東雲町２丁目)　(27)６６６６

内　容・転ばないために

　　　　～転倒予防について～

市民病院の市民健康講座

●森と谷の探検ツアー｢楓沢探検｣
対　象・中学生以上

と　き・12月13日(土)　９時～14時

集合場所・モラップ樽前荘前駐車場

※雨天中止。

参加料・3,000円

定　員・10人(申込順)

●季節を彩るリースを作ろう
と　き・12月14日(日)　10時～12時

参加料・無料

定　員・10人(申込順)

※材料･道具は､ビジターセンターで用意｡

●支笏湖こどもＤａｙ！
｢木の実を使ったリースを作ろうＤａｙ！｣
対　象・小学生

と　き・12月21日(日)　10時～15時

参加料・500円(おやつ付)

定　員・10人(申込順)

※雨天時は､内容を変更して実施｡

申込先/詳細・自然公園財団支笏湖支部

　　　　　(25)２４５３

【共通事項】

書きそんじはがきを集めています

支笏湖ビジターセンター
自然ふれあい行事

 消費税８％への引き上げのあとに

家を買った人､これから買う人､｢す

まい給付金｣をご存じですか？

　｢すまい給付金｣は､４月に８％へ

引き上げられた消費税の改正に伴

い、国土交通省が住宅購入者の負担

を軽減するため実施しているもので､

収入に応じて最大30万円を受け取る

ことができます(消費税８％のとき)｡

　受給の条件や支給額､申請のやり

方などは､すまい給付金事務局の問

い合わせ窓口で確認できます。

詳　細・０５７０(064)１８６(ナ

ビダイヤル・通話料がかかります)

毎日９時～17時まで(土日祝含む)

｢すまい給付金｣のホームページ

http://sumai-kyufu.jp/

すまい給付金 ご存じですか？

講　師・春日　元

　　　　(リハビリテーション科技師長)

と　き・12月13日(土)　13時～

ところ・市民病院２階講義室

受講料・無料

詳　細・市民病院地域医療連携課

(24)３０００　内線138



まちの｢お知らせ・催し・募集｣の掲載原稿は、発行月の前月10日までに
ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれかで広報広聴課にお送りください｡
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.hokkaido.jp
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温水プールからのお知らせ

●冬休みわんぱく短期水泳教室
日　程・Ａコース　12月26日～28日

　　　　(８時30分～９時30分)

　　　　Ｂコース　12月26日～28日

　　　　(10時～11時)

対　象・４歳６か月～(教室受講生も可)

受講料・ＡＢどちらかのとき

　　　　2,600円(保険料別途400円)

　　　　ＡＢ両方のとき

　　　　4,600円(保険料別途400円)

※受講料･保険料は､申込時に納入｡

定　員・各60人(申込順)

申込期限・12月20日(土)

【共通事項】
会場/申込先/詳細・温水プール

　　　　　　 (49)７００１

《12月21日(日)半額開放日》
(一回券購入の方に限ります)

科学技術大学の公開講座

内　容・科学のまち千歳を目指して

　　　　～市民協働を通した科学に

　　　　　よる街の活性化～

講　師・長谷川　誠　氏

　　　　(総合光科学部教授)

と　き・12月20日(土)

　　　　14時30分～16時30分

ところ・北ガス文化ホール(市民文化

　　　　センター)４階大会議室

受講料・無料

定　員・50人(申込順)

申込方法・12月15日(月)までに､電話､

　　　　ＦＡＸ､Ｅメール､ホームペ

　　　　ージで申し込み

申込先/詳細・千歳科学技術大学教育連携推進課

(27)６０４４　FAX(27)６００７
Ｅメール renkei@guppy.chitose.ac.jp

ホームページ　http://www.chitose.ac.jp

と　き・平成27年１月５日(月)

　　　　11時30分～

ところ・ホテルグランテラス千歳

　　　　(本町４丁目４)

会　費・2,000円(申込時納入)

申込期限・12月19日(金)

申込先/詳細・総務課　(24)０１０９

新年交礼会

●めざせホルメン！歩くスキー講習会
対　象・市内に居住する小学生以上

と　き・平成27年１月10日(土)

　　　　９時～11時30分

ところ・青葉公園内

受講料・無料(スキーの貸出あり)

定　員・30人(申込順)

申込期間・12月16日～26日(電話受付可)

●５歳児親子スケート講習会(無料)
対　象・市内に居住する平成20年４月

　　　　２日～平成21年４月１日生ま

　　　　れの幼児とその保護者

と　き・平成27年１月18日(日)

　　　　13時～14時30分

ところ・青空公園スケートリンク

　　　　(あずさ１丁目)

定　員・30組(申込順)

申込方法・12月16日～26日(電話受付不可)

※体育協会振興課に直接申し込み｡

体育協会からのお知らせ

【共通事項】
申込先/詳細・千歳市体育協会振興課

(ダイナックスアリーナ･スポーツセンター内)

(22)4150　(日･月･祝日を除く９時～17時)

内　容・機甲太鼓･式典など

※はしご乗りの披露はありません。

と　き・平成27年１月７日(水)

　　　　10時～12時

ところ・北ガス文化ホール(市民文化

　　　　センター)大ホール

詳　細・消防本部総務課　(23)5312

消防出初式

内　容・心肺蘇生法(成人､小児､乳児)

　　　　の実技､自動体外式除細動器

　　　　(ＡＥＤ)の使用法､応急手当など

対　象・市内に居住もしくは通勤す

　　　　る中学生以上の方

と　き・平成27年１月25日(日)

　　　　９時～18時

ところ・千歳市防災学習交流センター

　　　　そなえーる

　　　　(北信濃631-11)

受講料・無料

定　員・10人(申込順)

持ち物・筆記用具､再受講の方は修了証

※当日は､動きやすい服装で来てく

ださい｡

※上級救命講習修了証を交付します。

申込先/詳細・消防署救急指令課

(23)３０６２　内線３５４

上級救命講習会

“そなえーる”冬休み特別企画展

●防災とボランティアの日に考えよう
内　容・阪神淡路大震災写真および被

　　　　災者の体験談のパネル展示ほか

と　き・平成27年１月６日～21日

　　　　(10時～17時)

●いざという時の応急手当
内　容・三角巾の使い方などのミニ体験

と　き・平成27年１月11日～12日

　　　　(11時～14時)

参加料・無料

詳　細・千歳市防災学習交流センター

　　　　そなえーる　(26)9991

【共通事項】
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募　集

 

灯
油
盗
難
に
ご
注
意
を

【
詳
細
】　
千
歳
防
犯
協
会

　
　

 　
　

(　
（42）
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
内
線
261

　
　
　
　
　

ば
な
し

犯
防

！

灯
油
盗
難
被
害
が
全
道
で
多
発
中

　

被
害
の
状
況
と
し
て
、
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
の
給
油
口
な
ど
か
ら

抜
き
取
ら
れ
る
被
害
が
106
件
と

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

被
害
場
所
は
、
一
般
住
宅
の

敷
地
内
50
件
、
会
社
・
店
舗
敷

地
内
35
件
、
農
地
21
件
、
公
共

施
設
な
ど
15
件
、
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
10
件
、
そ
の
他
の

場
所
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を
盗
ま

れ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

灯
油
盗
難
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
す
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
盗
難
防
止

　

器
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ポ
リ
タ
ン
ク
は
施
錠
設
備
の

　

あ
る
場
所
に
保
管
し
、
確
実

　

に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
防
犯
砂
利

　

な
ど
の
防
犯
装
置
を
積
極
的

　

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

不
審
者･

不
審
車
両
を
目
撃

　

し
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
に
110

　

番
通
報
ま
た
は
千
歳
警
察
署

　

(　
（42）
０
１
１
０
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

募集作品・暴力追放を内容とする標語

応募資格・市内に居住もしくは通勤通学する方

応募方法・作品に住所､氏名(ふりがな)､

　　　　 年齢､連絡先を記入して持参

　　　　または郵送で申し込み

応募期限・12月26日(金)

表　彰・優秀賞１人､入選は若干名

応募先/詳細・〒066－0042　東雲町５

丁目61　千歳市暴力追放運動推進協

議会事務局(千歳警察署内)

(42)０１１０　内線３８１

｢暴力追放運動｣の標語募集

　

灯
油
盗
難
の
認
知
件
数

●
10
月
の
認
知
件
数
18
件

　
（
前
年
同
月
対
比
14
件
増
）

●
10
月
末
現
在
の
認
知
件
数
134
件

　たるんだ身体をシェイプアップ！

①脂肪燃焼エクササイズ｢運動編｣
講　話・内臓脂肪を減らすコツ

　　　　講師　保健師(市職員)

実　技・脂肪燃焼エクササイズ

　　　　講師　宮本　昌子　氏

　　　　　　　(健康運動指導士)

と　き・平成27年１月29日(木)

　　　　10時～11時30分

※希望者には､簡易内臓脂肪測定を実施｡

②脂肪燃焼エクササイズ｢栄養編｣
講　話・内臓脂肪をためない食事

調理実習・ヘルシーメニュー

　　　　講師　栄養師(市職員)

と　き・平成27年２月５日(木)

　　　　10時～13時

健康づくり教室

【共通事項】
ところ・①総合福祉センター402号
　　　　②総合福祉センター307号
受講料・①無料､②食材費500円　　
定　員・各30人(申込順)
※①②の両方参加できる方を優先｡
申込開始・12月10日(水)
申込先/詳細・健康指導課　(24)0768

内　容・食料品や家庭用品､ガソリン

　　　　スタンドなどの価格調査や消

　　　　費生活行事の協力など

対　象・市内に居住する20歳以上の方

　　　　で､４月に行う説明会の出席

　　　　と毎月の調査ができる方

募集人数・11人

報　酬・月額2,500円

任　期・平成27年４月１日から平成

　　　　28年３月31日

応募方法・市民生活課で配布の履歴書

　　　　で申し込み

応募期限・平成27年１月15日(木)

※郵送のときも、同日に必着｡

申込先/詳細・〒066-8686　東雲町２丁

目34　千歳市市民環境部市民生活課

市民生活係　(24)０１８３

千歳市消費生活モニター募集

　国立小樽海上技術学校では､中学

校卒業者に船員となるための教育を

行っています｡平成27年度の募集要

項の概要は､次のとおりです｡

募集定員・30人

●迷惑電話チェッカーとは・・・
　オレオレ詐欺などの特殊詐欺を防

止するため､自宅の固定電話機に機

器を取り付けると､着信のあった電

話番号の危険度をランプの色と音声

で知らせ､電話に出る前に注意を呼

びかけるものです。

　平成28年９月まで､月額基本料金

を無料で提供します｡

※登録には､ナンバーディスプレイ

の契約が必要です｡

※アンケートの協力をお願いします(不

定期にアンケート用紙が郵送されます)｡

※無料期間終了後にも利用したいと

きは､有料になります｡

※無料期間終了後に機器を返却すると

きの郵送費は､自己負担となります｡

詳　細・千歳警察署生活安全課

　　　　(42)０１１０

｢迷惑電話チェッカー｣設置
無料モニターの募集

国立小樽海上技術学校生徒募集

催　し
受験資格・中学校卒業以上(平成27年３

　　　　月に卒業見込を含む)

修業年限・本科３年

取得資格・四級海技士(航海および機関)

　　　　筆記試験免除､一級小型船舶

　　　　操縦士､高等学校卒業同等資格

※入学試験などについては､同校教務

課までお問い合わせください｡

詳　細・国立小樽海上技術学校教務課

0134(54)2122　FAX0134(54)2391
Ｅメール nomps.info@kagoya.net



まちの｢お知らせ・催し・募集｣の掲載原稿は、発行月の前月10日までに
ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれかで広報広聴課にお送りください｡
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.hokkaido.jp

19 広報ちとせ 平成 26(2014) 年 12 月号

図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

支笏湖温泉　
26日｢ふろの日｣プラン

●冬休み子ども読書推進事業
①むかしの遊びを体験しよう！

②おたのしみ劇場ガウチョス公演(人形劇)

●自衛官候補生(男子)
資　格・18歳以上27歳未満

試験日・12月19日か21日のいずれか１日

申込期限・12月18日(木)

●陸上自衛隊高等工科学校生徒(男子)
資　格・中卒(見込含む)17歳未満の男子

試験日・平成27年１月24日(土)

申込期限・平成27年１月９日(金)

自衛官などの募集
【共通事項】
と　き・12月23日(火･祝)
　　　　①13時～14時15分
　　　　②14時30分～15時30分
※申込不要｡
ところ・図書館
詳　細・千歳市立図書館
　　　　(26)２１３１

申込先/詳細・自衛隊札幌地方協力本部

千歳地域事務所　(23)２６４２

【共通事項】

ちとせホルメンコーレンマーチ
参加者募集

種目 対象 参加料

33km 高校生
以上

高校生 2,000円
一　般 3,000円

７km 中学生
以上

中学生 1,000円
高校生 2,000円
一　般 3,000円

４km 小学生
以上

小･中学生 1,000円
高校生･一般 
2,000円

歩くスキー
(４km)

小学生
以上 1,000円

と　き・平成27年２月11日(水･祝)

コース・青葉公園､支笏湖国有林道など

申込方法・所定の参加申込書(コピー不

　　　　可)に必要事項を記入し､最

　　　　寄りのゆうちょ銀行または

　　　　郵便局窓口から振り込み

※４㎞･歩くスキー出場の方に限り､

スキー板･靴･ストックを無料で貸し

出します｡希望者は､申込用紙に必要

事項をご記入ください(申込順)｡

申込期限・平成27年１月16日(金)

申込先/詳細・ちとせホルメンコーレンマ

ーチ実行委員会事務局(ダイナックス

アリーナ･スポーツセンター内)　

(22)４１５０　FAX(24)２３２０

鉢物譲ります

樹種 樹高 本数

シャコバサボテン 10㎝ 10鉢

申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
(本町３丁目)　(22)１１１７

スキー連盟からのお知らせ

●スキー講習会
講習内容 と　き ところ

ジュニア
(小学生) 平成27年１月４～６日

市民ス
キー場

ジュニア
(小学生) 平成27年１月７～９日

スキー
教　室
(中･高
生対象)

平成27年１月10～12日

一般講習
Ａ(土)

平成27年１月10日～
３月７日(全８回) 長沼ス

キー場
ほか一般講習

Ｂ(日)
平成27年１月11日～
３月８日(全８回)

バッジ
テスト

平成27年１月12日､２
月１日
※３級以下｡

市民ス
キー場

●初滑り会
と　き・平成27年１月３日(土)

ところ・マウントレースイスキー場

受講料・無料

申込先/詳細・千歳スキー連盟

(22)０７７６(平日の19時～21時
と火金の13時～15時)

【共通事項】

●休暇村支笏湖日帰りプラン
内　容・厳冬の七条大滝スノーシュ

　　　　ーウォーキングツアー

　　　　(食事･入浴つき)

※ＪＲ千歳駅から､無料の送迎バス

を運行します｡

と　き・平成27年１月26日(月)

参加料・1,500円(入湯税込)

定　員・10組20人(抽選)　

※２人１組での参加になります｡

応募方法・往復はがきの往信に参加者の

　　　　①郵便番号､②住所､③氏名､

　　　　④年齢､⑤性別､⑥電話番号か

　　　　携帯電話番号を記入し､返信

　　　　に代表者の①②③を記入して

　　　　申し込み(往復はがき１枚で

　　　　２人まで申し込みできます)｡

応募期限・12月26日(金)(当日消印有効)

応募先/詳細・〒066-0281　支笏湖温泉

休暇村支笏湖　(25)２２０１



さん五十嵐　壽秋

 【いがらし　としあき　さん】　61 歳　桜木

●平成 23 年１月から、千歳写真集団の会長と
　して活動している。

カ
メ
ラ
好
き
・
写
真
好
き

カ
メ
ラ
と
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
、

ま
だ
、
小
学
校
に
入
る
前
だ
っ
た

と
思
い
ま
す｣

と
懐
か
し
そ
う
に

話
す
の
は
、
千
歳
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
が
集
ま
る
「
千
歳
写
真
集
団
」
の
会

長
を
務
め
る
五
十
嵐
さ
ん
で
す
。

　

た
ま
た
ま
家
に
遊
び
に
来
て
い
た
叔
父

さ
ん
が
持
っ
て
い
た
二
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ

を
不
思
議
そ
う
に
眺
め
て
い
る
と
、
叔
父

さ
ん
は
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
カ
バ
ー
を
開

け
て
中
を
見
せ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。「
さ

か
さ
ま
に
写
っ
た
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
の
虚

像
が
な
ん
と
美
し
い
こ
と
か
、
一
気
に
そ

の
中
へ
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

そ
の
と
き
の
様
子
を
話
し
ま
す
。

　

五
十
嵐
さ
ん
が
、
は
じ
め
て
自
分
の
カ

メ
ラ
を
手
に
入
れ
た
の
は
、18
歳
の
頃
。「
も

う
、
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
、
暇
さ
え

あ
れ
ば
カ
メ
ラ
を
眺
め
た
り
、
触
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
か
ら
50
年
前
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39
年
10
月
に
、
カ
メ

ラ
好
き
の
仲
間
10
人
が
集
ま
っ
て
「
千
歳

写
真
作
家
集
団
」
が
発
足
さ
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
47
年
に
は
「
千
歳
写
真
集
団
」
に
名

称
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
千
歳
に
住
ん
で
か
ら
一

人
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
よ
り
も

仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
た
方
が
面
白
い
と

思
い
、
平
成
８
年
に
千
歳
写
真
集
団
に
加

入
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
１
月
に
は
、
４

代
目
の
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
集
団
は
、
活
動
を
休
止
し
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
８
人
の

会
員
で
月
一
度
の
例
会
や
年
２
回
開
催
す

る
展
示
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
会
で
は
、
一
人
、
３
～
５
点
の
作
品

を
持
ち
寄
り
、
み
ん
な
で
点
数
を
付
け
て

評
価
し
合
う
の
で
勉
強
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
「
私
も
加
入
し
た
当
初
は
、
撮
り
た
め
て

あ
っ
た
写
真
か
ら
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
ん

で
持
っ
て
行
っ
た
の
で
、
良
い
点
数
を
付
け

て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
か

月
く
ら
い
過
ぎ
る
と
、
写
真
も
底
を
つ
い
て

し
ま
い
、さ
っ
ぱ
り
で
し
た
」
と
笑
い
ま
す
。

　

今
年
で
創
立
50
年
を
迎
え
た
千
歳
写
真

集
団
は
、
節
目
と
し
て
、
11
月
に
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
が
写
し
た
写
真
、
昭
和
30
年
代
～
50

年
代
の
古
き
良
き
千
歳
の
写
真
、
千
歳
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
メ
モ
リ
ア
ル
50
年
展
「
重
大
ニ

ュ
ー
ス
で
見
る
こ
の
50
年
」
と
題
し
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39
年

か
ら
次
回
の
開
催
が
決
定
し
た
平
成
25
年
ま

で
の
期
間
、
新
聞
の
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た

重
大
ニ
ュ
ー
ス
や
号
外
な
ど
を
集
め
て
展
示

し
た
と
こ
ろ
、
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
次
は
、
市
内
全
て
の
写
真
愛
好
家
の
団

体
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
合
同
で
写
真

展
を
開
催
す
る
の
が
夢
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

※
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、 


０
９
０

　-

２
０
５
６-

４
８
２
２

ま
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 の い る 風 景人
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人
の

う
ご
き

《総人口》

95,507 人 ( ＋ 18)

男性　48,558 人 ( － 5)

女性　46,949 人 ( ＋ 23)

《世帯》46,639 世帯 (－ 15)

(  )内は、前月との

比較です。
12 ● 1
現在

　

末
広
東
町
内
会
は
、
昭
和
30
年

頃
、
現
在
の
末
広
１
丁
目
～
３
丁

目
ま
で
を
区
域
と
し
て
、
会
員
560

世
帯
で
発
足
し
た
歴
史
あ
る
町
内

会
で
す
。
現
在
は
、
約
500
世
帯
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
方
が
お
互
い
に
顔
を

合
わ
せ
て
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ

う
、
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
も
関

心
が
持
て
る
よ
う
、
ミ
ニ
運
動
会

や
夏
休
み
中
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
子

ど
も
み
こ
し
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
中
心
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
行
う「
ミ
ニ
運
動
会
」は
、

親
子
３
世
代
、
約
100
人
の
会
員
が

参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
終

了
後
は
、
懇
親
会
を
開
催
し
て
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

12
月
に
は
、「
も
ち
つ
き
大
会
」

を
行
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
若
い

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
方
も
多
く
、

70
～
80
人
の
方
が
参
加
し
て
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
と
10
月
の
年
２
回
、

70
歳
以
上
の
高
齢
の
方
を
お
祝
い

す
る
誕
生
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
市
が
開
催
す
る
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、「
自
主
防

災
計
画
」
を
策
定
し
て
、
会
員
に

連
絡
網
な
ど
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

通
じ
て
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
行
動
を
通
じ
て
、
交
流
の

輪
を
広
げ
よ
う
」

★まちの｢お知らせ･催し･募集｣

の原稿をＦＡＸ、郵送などで投

稿されるとき、行き違いが生じ

ることがあります。こうしたこ

とが起きないよう、広報係へ電

話で原稿の着信確信をするなど

のご協力をお願いします。

「広報ちとせ ｣からのお願い

末広東町内会
会長 越智　誠一さん
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末
広
東
町
内
会
　

お
問
い
合
わ
せ
先 


　

(23)
０
６
６
５

■■■ 今月は、「末広東町内会」を紹介します。 ■■■

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 
山
やました

下　眞
ま お

緒 さん　佐
さ さ き

々木　円
まどか

 さん

小
お が わ

川　耕
こうきち

吉 さん

支笏湖小のみなさん

№９

北
きたわき

脇 　有
ゆ き

希 先生

品
し な だ

田　 敏
さとし

高
た か は し

橋　克
か つ の り

典

業務補助員
さ　　ん

山
やました

下 眞
ま き こ

紀子 先生

小
お が わ

川　康
やすひろ

浩

【写真後列の左から】

吉
よ し だ

田　 栞
しおり

アラン・カーク
英語
助手

佐
さとう

藤　梨
り さ

沙 養護
教諭

事務職員
さ　ん

教頭
先生

校長
先生

先生

齊
さいとう

藤 　 康
こうすけ

輔

作文を書いてくれた
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■
リ
ー
ス
作
り
講
習
会
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
る

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
ジ
サ
イ

は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
会

が
千
歳
川
沿
い
に
植
え
て
い
ま

す
。
そ
う
い
え
ば
、
毎
年
７
月

頃
に
な
る
と
、
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー

の
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
通
勤

時
に
見
か
け
て
い
ま
し
た
。

■
と
あ
る
小
学
校
の
図
書
室
で

の
取
材
中
。
20
分
ほ
ど
の
中
休
み

の
と
き
に
子
ど
も
た
ち
が
続
々

と
図
書
室
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
数
20
人
ほ
ど
。
子
ど
も
た
ち

は
、
迷
う
こ
と
な
く
自
分
が
読
み

た
い
本
を
手
に
取
り
読
書
に
集

中
。
千
歳
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

　 今月の表紙

■千歳フラワーマスターの
会が主催したリース作り講
習会の様子です｡
　｢秋色アジサイでオンリー
ワンリース作り｣をテーマに､
ドライフラワーにしたアジ
サイを使って､皆さん､楽し
そうに制作していました。

▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
０
１
７
号
）
平
成
26
年
12
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686  

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)
11月15日 社会福祉協議会で撮影

1

4

5

2

3

　
　

10
月
30
日
。
10
月
11
日
に

群
馬
県
前
橋
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
14
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大

会
に
お
い
て
、
富
丘
中
学
校
吹

奏
楽
部
が
中
学
校
の
部
で
出
場

し
た
30
校
の
中
か
ら
金
賞
を
受

賞
し
、
教
育
長
に
大
会
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

11
月
１
日
～
３
日
。
チ
ト
セ

市
民
芸
術
祭
が
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル
（
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
開

催
さ
れ
、
菊
花
展
や
総
合
華
展
な

ど
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
作
品
が

会
場
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
３

日
は
、
踊
り
や
合
唱
な
ど
の
総
合

舞
台
公
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

11
月
９
日
。
青
少
年
の
た

め
の
科
学
の
祭
典
が
北
ガ
ス
文

化
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
科
学
の
実
験
な
ど
が

体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
が
並
び
、

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　

11
月
11
日
～
20
日
。
冬
の

交
通
安
全
運
動
が
全
道
一
斉
に

展
開
さ
れ
、
街
頭
で
は
、
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ
ン
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
旗

を
掲
げ
、
通
行
車
両
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　

11
月
22
日
。
11
月
は
、
各
小

学
校
で
学
芸
会
が
開
催
さ
れ
、
合

唱
や
劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

写
真
は
、
東
小
学
校
の
学
芸
会
の

様
子
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し

そ
う
に
劇
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。
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